
　ご安全に！
当社が本格的な外部展開のために業容の拡大に努め、
有為な人材を積極的に募集し始めた 2009 年秋、佐藤社長
の強いご希望のもとに「かわらばん」は創刊されました。
当社にどのような業務部門があり、そこにはどのような
仲間がいるのか、そのオープン化を主な使命として当紙
は、季刊で制作、発刊を続けてきました。したがって、
本紙の主役は社員の一人ひとりであり、読者もまた社員
の皆さん方でした。この間、ニューフェイス、職場めぐり、
得意ワザの持ち主など、編集部からの取材に対するご協
力に感謝しています。
さて、本７号が JFE ジーエスとして最後の号となりま
す。４月１日から当社は京葉シティーサービス、JFE セ

キュリティと統合し、JFE 東日本ジーエスとしてスター
トします。一層業容は多角化し、社員数も増えますが、
また新たなスタイルでこの「かわらばん」は継続させて
いく予定です。どうぞ新会社の発展を祈りつつ楽しい会
社生活を送ってください。編集部も、夕暮れの港から出
航した船が翌朝には
大きな船団となって
帰ってくるような、
そんなわくわく感を
持っています。

〒210-0866　川崎市川崎区水江町5-5　TEL.044-266-7121
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▲緑に囲まれた川崎市浮島処理センター

▲みなとみらいセンタービルの雄姿。右は横浜ランドマークタワー

▲省エネ機能を秘めた大胆な吹き抜け構造

▲授賞式後の坂井さん
▲記念撮影にて。前列右から五人目が坂井さん

GS-TOPICS

　このたび京浜事業部資源リサイクル部では、川崎市と初めて「粗大ごみ等収集運搬業
務」の受託契約を結びました。作業エリアは同市川崎区の大半で、業務開始は今年４月
１日から。業務内容は４名の作業員が２台のトラックを駆使して、指定日に指定地域を
回り、いわゆる粗大ごみを回収して浮島処理センターに運び込むまで。「地域社会で、
ごみの分別回収・リサイクル化が進むなか、使命感ある仕事を頂いた」（田崎資源リサ
イクル部長）ことになり、なにより製鉄所発祥の町内すみずみまで、ＧＳマークの環境
トラックが走ることは当社事業として大変意義深いことです。

このたびビル管理部では、横浜市・みなとみらい地
区の「みなとみらいセンタービル」内のオフィスビル
共用部および専用部の日常・定期清掃業務を受注しま
した。同ビルは地上 21 階、地下２階、塔屋１階構造で
昨年５月に竣工し、現在テナント入居中の最新鋭ビル。
エントランス前の広大なリビングガーデンによるヒー
トアイランド防止や中央の吹き抜けを活用した太陽光
自動追尾システムによる照明電力の削減技術導入など
で、横浜市建築物環境配慮制度（CASBEE 横浜）の最高ランクＳを取得しています。
今回の物件は、ビルメンテナンス業界大手・株式会社ビル代行様からの初めての業務委
託であり、CASBEE に対応した清掃資機材の配備や運営方法など、当社の近代化対応
を問われる試金石ともなります。

みなとみらいセンタービルの清掃業務を受注！
～環境基準最高ランクの最新鋭ビル～

　今秋、本社は渡田地区に
移転の予定ですが、紅梅の
古木が今年も一月初旬から
咲いています。上品に、気
高く、馥郁と匂うように咲
いてきたこの紅梅は、水江
工業地区のほとりの「春告
げ花」でもありました。

　２月８日（火）午後、横浜情報文化センター（横浜市・中区）情
文ホールにおいて「第58回神奈川県優良産業人表彰式」（神奈川
県・県商工会議所連合会共催）が行われ、当社緑化部長の坂井光
利さんが受賞されました。これは多年にわたり商工業を通じて企
業や地域に貢献してきた個人の実績を地元商工会議所の推薦を得
て県知事が顕彰するもの。
　坂井さんは入社以来33年間にわたり、一貫して川崎市臨海部の緑
化事業に携わり、この間、屋上緑化、街路樹診断、樹種選定など市
内中心部の緑化推進に貢献してきたことが高く評価されました。
　式典では県内各商工会議所ごとに神奈川県黒川副知事から賞状が
手渡され、坂井部長は川崎商工会議所推薦として受賞されました。

坂井緑化部長が
　県優良産業人に！

仕 事 の
な か の
　 季 節

現本社最終年の

紅 梅　2011年春の「第11回奨金制度」の受賞者が決まり、社長賞が授与されまし
た。今回の対象は16件71人。受賞の皆さん、おめでとうございます。
　この内、環境分析・調査部の友部貴広さん（リーダー）、森廣亮智さん、深澤
佑貴さんのチームは、扇島第２高炉熱風炉のばい煙測定の際、煙突の猿梯子が通
路へと落下危険にあることを発見、直ちに製銑工場に通報して事故を未然に防ぎ
ました。これは日頃から危険予知の感性を持って行動していることの証であると
して、ＪＦＥスチール１月度中央安全委員会において友部リーダーが「現場力貢献
賞」を受賞。今回の社長賞は友部チームとして評価されたものです。

春の奨金制度で71人を表彰！
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この会場を見て大きな賞だと感じた。これは私ひとりの
受賞ではなく、緑化部のメンバー全員で頂いた賞だと思っ
ている。これを契機に一層励みたい

川崎市より粗大ごみ回収業務を初受注！
～地域密着の“GSらしさ”発揮へ～

　一般家庭から排出されるごみ類のなかで、タテ、ヨコ、高さ、径（円形のもの）
のうち、一番長いところを図って、30cm以上の金属製品、50cm以上の家具類
を言います。それぞれに回収費が必要。なお家電４品種（エアコン・テレビ・冷蔵庫・
洗濯機）や、パソコン、自動二輪車などは別途定める廃棄基準に拠ります。

坂井さんの話

「粗大ごみ」
の

定義とは…

ご存知ですか？



　３月上旬、本社会議室で佐藤社長
による「失敗事例講習」が開講され
ました。現・ＪＦＥジーエスとしては
最後の講習で、2010年後期の事例が
対象となりました。社長は、件数的
には減ってきたと前置きされて、し
かし《失敗》の芽はいつもどこかに
潜んでいると警告、その防止へ方策
として、内容をただ「回覧した」だ
けではダメ！「職場で議論し、唱和
し、習慣づけてメンバーが同じ危機
感を常備しなくてはならない」と強
調されました。
新年度もご安全に！
新年度は新会社のスタートです。
一層ご安全に！

2010年12月～ 2011年３月入社の皆さん

N E W ・ F A C E  S

Ｑ．スキーはいつごろから？
　スキーにとりつかれて30年になります。学生のときに友達に連れて行かれて病みつきにな
りました。私自身雪国生まれではなく湘南育ちですから、決して早い方ではありませんね。
Ｑ．今年北国ではよく雪が降りました
　日本列島全体の降雪は多かったようですが、スキー場は例年並みでした。スキーヤーも
減っているのかと思いきや、今シーズンのスキー場は意外と混んでいます。
Ｑ．スキーって、そんなに楽しいですか？
　とにかく新雪の中を滑るのが好き。ストレスの解消にも最高です。私の場合は、仲間と
車で行って民宿に泊まって、滑ったり、指導したりと、結構忙しいですけどね。
Ｑ．スキー場で事故もありましたが
　スキーにもルールが必要なのです。この冬、なだれで亡くなった方がおられましたが、
ああいう危険区域に行かなければそれほど怖いものではありません。
Ｑ．読者の皆さんにぜひＰＲを
　ジーエスの皆さんにもぜひスキーをお勧めします。最近、年配のビギナーの方も多いで
すよ。登山ブームの延長なのでしょうか。そうそう、スキーをやらなくても、雪の山道を
歩くというのもブームなんです。私が指導しますよ（笑）。

スキーの話になると一層ヒトミがかがやく。ホームゲレンデの八方尾根でシーズン10日は
滑る。このインタビューの前週も行ってきたばかりとか。佐々木さんは平塚スキークラブ
所属の全日本スキー連盟（ＳＡＪ）公認準指導員である。「スキーは恋人」といってはばか
らない佐々木さんにお話を聞いた。

このインタビューの日には２月の冷たい雨が降っていましたが、佐々木さんと向か
い合っていると、なんだかホットな気分にさせられました…

「回覧した」
は

「徹底した」
 ではない！

環境分析・調査部
環境分析（大気）チーム
チーフ 佐々木 香夜子さん

インタビューを終えて

環境分析・調
環境分析（大
チーフ 佐々木佐々木

▲幼児にスキーを教える佐々木さん (左 )　志賀高原焼額山スキー場で

荒賀 一雄さん
総務部長補佐・ＪＦＥアップル東日本㈱総務部副部長（12月１日入社）

現在、ＪＦＥアップルという障がいをもつ皆さんの職場での管理、総務が主務。
過去に勤務の日本鋼管病院や川崎マイクロエレクトロニクス㈱宇都宮工場
の経験が生きればと思います。趣味は囲碁（六段）です。

大城 直子さん
京浜事業部・施設管理部・見学チーム（１月１日入社）

お客様に心地よく見学していただくための準備や環境づくりに気を配って
います。応対する対象は幅広く、しかも毎日入れ替わるので、この仕事はと
ても新鮮に感じています。趣味は水泳で、時間を見つけては泳いでいます。

河野 拓朗さん
経理部・経理室課長（１月１日入社）

前職は札幌の鉄鋼商社・豊平製鋼㈱（ＪＦＥスチール関連会社）ですが、藤
沢生まれなので京浜間にある企業での勤務を希望していました。経理が主務
になりますが、総務部全体の諸テーマと向き合うつもりです。趣味はテニス
です。

小林 紀
ひさ

夫
お

さん
ビル管理部・キャノン綾瀬出張所チーフ（１月１日入社）

ＪＦＥスチールからの出向です。キャノン殿の中枢研究所・工場の清掃、
メールその他周辺業務を担当しています。半導体を扱う建屋、敷地が業務
エリアなので大変気を使っています。趣味はＮＫＫ時代から一貫して読書と
写真撮影です。

末吉　豊さん
ビル管理部・病院事業所・設備チーム（３月１日入社）

日本鋼管病院全体の設備・防災管理が仕事です。前職はビルメン会社だっ
たので違和感はありませんが、総合病院はスパンが広いので場所を覚える
だけでも大変です。趣味はギター演奏です。独身です。
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本誌編集の最中に、東北・関東で大地震がありました。被災された皆様にお見舞いを申し上げます。まもなく始まる新年度こそ、
読者の皆さんと新会社にとって希望にあふれた年となりますように。社内報がその一助となりますように…（O）

編集後記

緑化事業部

〒210-0866　川崎市水江町５－５
044－ 266－ 7123

〒 260-0835　千葉市中央区川崎町１
043－ 262－ 2159

  事業内容   造園設計・施工、緑地メンテナンス、屋上緑化、
土木舗装工事、観葉植物リース、グリーンアレンジメント、
樹木診断他

　2011年 4月1日から、当社、京葉シティーサービス、JFEセキュリティの3社は統合して「JFE東日本ジー
エス株式会社」（ジーエスとはゼネラルサービスの意）としてスタートします。本紙では新会社の業務を組織ごと
にご紹介します。

新ジーエスはこんな会社になります！

 ビルマネジメント事業部

● ビル管理部
〒210-0866　川崎市水江町５－５
044－ 266－ 7124

  事業内容   ビル・マンション・商業施設の保守点検、清掃・
環境衛生管理、各種補修工事など

● 寮・社宅管理部
〒210-0866　川崎市水江町５－５
044－ 266－ 7125

  事業内容   企業の寮・社宅管理、補修工事など

● 建築・設備工事部
〒210-0866　川崎市水江町５－５
044－ 266－ 7128

  事業内容   各種施設の建築・設備の点検・補修工事、防災
設備の点検・補修工事など

● 印刷センター
〒210-0866　川崎市水江町５－５
044－ 266－ 7131

  事業内容 　カタログ類、帳票、名刺・封筒、社内報などの
印刷、コピーサービスなど

セキュリティ事業部

千葉事業所／〒260-0835　千葉市中央区川崎町１
　　　　　　 043－ 262－ 2654
川崎事業所／〒210-0866　川崎市川崎区水江町６－１
　　　　　　 044－ 322－ 1329
神奈川事業所／〒230-0046　横浜市鶴見区小野町８８
　　　　　　篠原第２ビル１Ｆ
　　　　　　 045－ 504－ 3670
阪神事業所／〒651-0083　神戸市中央区浜辺通５－１－14
　　　　　　神戸商工貿易センタービル11Ｆ
　　　　　　 078－ 232－ 5492
  事業内容   
○ 各種セキュリティサービス
○管理運営サービス（総合管理、清掃、防災設備の運転）
○ 設備メンテナンスサービス（消防設備保守点検、リフォーム・据付・修理他）
○警備コンサルタントサービス

京葉事業部

● 千葉第１業務部
〒260-0835　千葉市中央区川崎町１　
043－ 262－ 2580

  事業内容   資源回収容器洗浄、厨房フィルター洗浄、
工場内小工事請負、物品販売、工場内サービス業務

● 千葉第２業務部
〒260-0835　千葉市中央区川崎町１
043－ 262－ 4120

  事業内容   ビル・工場の空調フィルターの設計・施工・メン
テナンス、リサイクル業務、製鉄所内給油スタンドの運営

● 東京業務部
〒111-0051　東京都台東区蔵前2－17－ 4
03－ 3864－ 6047

  事業内容  販売促進支援、広告代理業、物品販売、印刷、
翻訳代行、ＪＦＥスチール㈱殿への各種サービス業務

● 人材派遣センター
〒260-0835　千葉市中央区川崎町1－34
043－ 264－ 5793

  事業内容   人材派遣業、職業紹介

京浜事業部

● 京浜業務部
〒210-0866　川崎市川崎区水江町５－５
044－ 266－ 7127

  事業内容   製鉄所内の空調設備・浄化槽設備・給排水設備
などの点検・補修、環境衛生管理、清掃、見学案内

● 環境分析・調査部
〒210-0866　川崎市川崎区水江町５－５
044－ 266－ 7127

  事業内容   大気、水質、土壌、騒音、振動、作業環境、臭
気などの環境分析

● 資源リサイクル部
〒210-0866　川崎市川崎区水江町５－５
044－ 266－ 7127

  事業内容   一般・産業廃棄物運搬処理、古紙類運搬処理、
焼却炉運転業務、非鉄金属回収売却

● 食品衛生調査部
〒210-0866　川崎市川崎区水江町５－５
044－ 266－ 7130

  事業内容   環境衛生調査、食品細菌検査、腸内細菌検査、
ノロウイルス検査、水質検査

食品・スポーツ事業部

● 食品センター 
〒260-0821　千葉市中央区若草１－23－１
043－ 265－ 4343

  事業内容   各種弁当の調整・販売、寮・学校向け給食業務、
ＪＥＦクラブハウス食堂・サッカー場売店運営他

● JFE千葉リバーレーン
〒260-0842　千葉市中央区南町２－５－15
043－ 264－ 5656

  事業内容   JFE 千葉リバーレーン（県下最大規模64レー
ン）の運営。付帯レストラン「ディエス」の経営

保存版


